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Instagram

・・・ま だ ま だ 自 ら で 感 染 予 防 策 を・・・

日 曜 令 和 ６ 年 ２ 月 の 行 事 予 定

１ 木 いきいき百歳体操会10:00 ○Ｇ

２ 金

３ 土 豆まき準備16:00 ○Ｇ

４ 日 第５回豆まき集会10:00
５ 月 休館日

６ 火
㉑７ 水 福田南いかまい会 9:30

８ 木 いきいき百歳体操会10:00 ○Ｇ

９ 金

10 土 講座:フラワーアレンジメント受付 ○Ｇ

11 日 休館日(建国記念の日)

12 月 休館日(振替)

13 火 休館日

14 水 福田地区地域づくり協議会
連絡会理事会⑧15:00

青パト更新等19:00なぎの木

15 木 いきいき百歳体操会10:00 ○Ｇ
青パト更新等10:00ﾜｰｸﾋﾟｱ

16 金 青パト更新等19:00なぎの木

17 土 福田南福祉部会⑦9:30 ○Ｇ

18 日 講座:鳥の巣箱づくり9:30
福田南健康文化部会⑦新旧19:00

19 月 休館日

20 火 ○Ｇ

㉒21 水 福田南いかまい会 9:30

22 木 いきいき百歳体操会10:00 ○Ｇ

23 金 休館日(天皇誕生日)

24 土 福田南役員会⑨19:00 ○Ｇ

25 日 わくわくホリデー
(紙を使ってあそぼう)9:30
福田南防災部会⑯18:00

26 月 休館日

27 火 ○Ｇ

28 水 地域活動情報交換会④

29 木 いきいき百歳体操会10:00 ○Ｇ

○Ｇ 印はグラウンドゴルフ愛好会

１月14日

福田南交流ｾﾝﾀｰ講座

1/9 福田南まちづくり協議会・福祉部会

遠くに富士山の姿を見ながらの声かけでした。少し西風が強く
寒い朝でしたが、｢おはようございます｣｢元気でがんばって
ね！｣と声を掛けていました。子供たちも元気な声であいさつを
返しながら、学校を目指して行きました。

第３学期も寒さに負けずに、運動･学習・友だち交流に力を
発揮してほしいと願い見送りました。

<東橋付近の様子> <西橋付近>

<西橋南側付近の様子>

風呂敷の歴史と、結びの基本としての｢真結び・一つ結び｣を覚
えて、実践活動が始まりました。

平包み、お使い包み、隠し包み、四つ結び、二つ結び、リボン
包み、ふろしきトートバック、瓶包み、瓶二本包み等々と数々の
包み方を行いました。

最後に、三角巾を使っての怪我の被覆方法(頭部、腕のつり方)
等の学習も行いました。

真結びで結んだり、転がして結んだりして持ち易い包み方に始
めは、四苦八苦のようでしたが慣れてくるときれいに結べました。

<お使い包み> <リボン包み> <リボンバック> <お出かけバック>

<二つ結び> <リボン包み> <瓶包み> <瓶二本包み> <頭部処置･腕の釣り方> <減災ふろしき90㎝四方>



福田南交流ｾﾝﾀｰ講座

２回に渡ってマジック教室を開きました。

６種類のマジックの「タネ」を作りました。ま

ず、自己紹介の紹介カード不思議さを体感し、講

師の指導の下に作成し、自己紹介をし合いました。

ネタ作りに励み、ペアーになって作ったネタを披

露しながらネタ作りの面白さと話術の大切さなど

を学んでいました。 孫に早速披露だと意気込む

方もいました。うまくいったかな？

<自己紹介マジックカード>

<作った｢相手の思ったページを当てるネタ｣で互いに披露>
<割り箸の入った封筒がぺしゃんこに>

<トランプの表示が一瞬に変わる>

①10月29日 ②11月5日

ミニ運動会

ミニ運動会 ミニ運動

ミニ運動会

ダーツ、ペタンク、輪投げ、じゃんけん勝ち抜けゲー
ムの４種類で競いました。

それぞれの種目において、集中とリラックスを繰り返
しながら、交代で取り組み、応援も入って賑やかに楽し
く過ごせました。

スタッフの皆さんも声かけ応援しながら、会を盛り上
げるように準備・片付けを手際よく進めていました。

それぞれの表彰、総合表彰もあり、３個もメダルを獲
得する強者もいて盛り上がりました。

ボランティアスタッフの皆さんの黒子的活躍に心から
の感謝を申し上げます。有り難うございます。

<ダーツ:思うようには？> <ペタンク：的の近くへの寄せ方が難しい>

<輪投げ:なかなか奥が深い> <じゃんけん:相手の手の内は>

<３つのメダル> <輪投げの表彰> <総合表彰>

1/19 福田南まちづくり協議会・安全安心部会

<作った｢相手の思ったカードを当てるネタ｣で互いに披露>

本年度最後の活動が雨上がりの朝７時30分から行
われました。相変わらず通勤ラッシュの中、中学生
の自転車登校が進んでいきました。

声かけをする中、生徒たちは慎重に運転をしてい
ました。車・自転車ドライバーも前後左右に気を配
り、さらに安全運転に徹してほしいと思いました。


